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(54)【発明の名称】 電子内視鏡システム

(57)【要約】
【課題】  複数の電子内視鏡装置からの信号の切替を容
易に行う。
【解決手段】  第１および第２電子内視鏡装置１０、５
０はそれぞれ第１および第２プロセッサ２０、６０を有
する。両プロセッサ２０、６０と、共用のモニタ装置１
５２および外部記録装置１５４を切替装置１００に接続
する。第１プロセッサ２０はイメージセンサ１２を備え
た電子スコープ１４が接続された場合にのみ、第１ビデ
オ信号ＲＧＢＳ１を切替装置１００に出力する。第２プ
ロセッサも同様である。切替装置１００は、入力された
ビデオ信号ＲＧＢＳ１およびＲＧＢＳ２に含まれる同期
信号を検出して、ビデオ信号のうちの１つをモニタ装置
１５２および外部記録装置１５４に出力する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  先端に撮像素子が設けられた電子スコー
プおよびファイバスコープの一方が装着され、前記電子
スコープが装着された時にのみ撮像素子により得られた
画素信号に基づいてビデオ信号を生成して出力する第１
および第２信号処理装置と、
前記第１および第２信号処理装置と外部機器との間に設
けられ、前記第１および第２信号処理装置から出力され
たビデオ信号の任意の１つを選択的に前記外部機器に出
力する信号切替装置とを備えることを特徴とする電子内
視鏡システム。
【請求項２】  前記信号処理装置に前記電子スコープの
装着状態を検出する検出器が設けられることを特徴とす
る請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項３】  前記信号処理装置に前記ビデオ信号の出
力の許可および禁止を切替える手動スイッチが設けられ
るとともに、前記信号処理装置の電源投入直後の初期状
態では前記ビデオ信号の出力が禁止されることを特徴と
する請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】  前記切替装置が前記ビデオ信号に含まれ
る同期信号に基づいて切替動作を行うことを特徴とする
請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項５】  前記切替装置に複数の前記ビデオ信号の
任意の１つを選択する手動スイッチが設けられることを
特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項６】  前記外部機器が、モニタ装置および外部
記録装置を含むことを特徴とする請求項１に記載の電子
内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、複数の電子内視鏡
装置と単一のモニタ装置等の周辺機器とを備えた電子内
視鏡システムに関し、特に各電子内視鏡装置から出力さ
れた信号から任意の１つを選択的に切替えて周辺機器に
出力する信号切替装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、画像処理技術の発達により医療現
場において種々の医療用撮影装置によって多様な医療用
画像が撮影され、診察に用いられる。特に電子内視鏡装
置の分野では、検査部位に応じて撮像方式が違なる電子
内視鏡（電子スコープ）が使用されるだけでなく、検査
部位のカラー画像を撮影する機能に他の様々な機能、例
えば超音波画像や励起波長による蛍光画像を撮影した
り、また患部に医療処置を行う等の機能を搭載した電子
内視鏡が実用化されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】様々な方式による医療
用画像が得られると、これら複数の医療用画像を併せて
参照することにより多角的な見地から迅速かつ正確な診
断を行うことができる。このような診断においては、複
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数方式の電子内視鏡の併用が要求される場面が増加して
いる。
【０００４】しかし、各方式の電子内視鏡が接続される
画像処理装置間の互換性は乏しく、現状では各電子内視
鏡にそれぞれ対応した画像処理装置やモニタ装置を必要
とする。このように、各方式に対応した電子内視鏡およ
び画像処理装置を備えた電子内視鏡装置と、モニタ装置
等とにより構成される電子内視鏡システムを複数設ける
ことは、設備的にも場所的にも無駄が多く、医者または
患者にとって負担の大きい作業である。即ち、従来の電
子内視鏡システムによると、複数の電子内視鏡装置の画
像を効率的に観察、活用することが困難である。
【０００５】本発明はこのような従来の問題点を解消す
べく創案されたもので、複数の電子内視鏡装置を容易に
切替え、画像を効率的に処理、活用することを目的とす
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明に係る電子内視鏡
システムは、先端に撮像素子が設けられた電子スコープ
およびファイバスコープの一方が装着され、前記電子ス
コープが装着された時にのみ撮像素子により得られた画
素信号に基づいてビデオ信号を生成して出力する第１お
よび第２信号処理装置と、前記第１および第２信号処理
装置と外部機器との間に設けられ、複数の前記ビデオ信
号の任意の１つを選択的に前記外部機器に出力する信号
切替装置とを備えることを特徴としている。
【０００７】電子内視鏡システムの信号処理装置には、
前記電子スコープの装着状態を検出する検出器が設けら
れてもよく、検出器の検出結果に基づいて電子スコープ
の装着状態を自動的に判別することができる。
【０００８】電子内視鏡システムの信号処理装置には、
前記ビデオ信号の出力の許可および禁止を切替える手動
スイッチが設けられてもよい。この場合、前記信号処理
装置の電源投入直後の初期状態では前記ビデオ信号の出
力が禁止されることが好ましい。これにより、必要にな
った時点で手動スイッチを操作して出力を許可すること
ができ、操作者の意図に応じた切替が行える。
【０００９】電子内視鏡システムの切替装置は、例えば
ビデオ信号に含まれる同期信号に基づいて自動的に切替
動作を行ってもよいし、また切替装置に複数の前記ビデ
オ信号の任意の１つを選択する手動スイッチを設けても
よい。
【００１０】電子内視鏡システムの外部機器としては、
例えばモニタ装置および外部記録装置が含まれる。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態について
図面を参照して説明する。
【００１２】図１は、電子内視鏡システムの各構成を簡
略して示すブロック図である。電子内視鏡システムは、
撮像方式の異なる第１および第２電子内視鏡装置１０、
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５０と、これらに共有されるモニタ装置１５２および外
部記録装置１５４と、モニタ装置１５２および外部記録
装置１５４に電子内視鏡装置１０または５０の何れか一
方を選択的に接続する切替装置１００とを備える。
【００１３】第１電子内視鏡装置１０は、可撓性導管の
先端にＣＣＤ（Charge Coupled Device ）からなるイメ
ージセンサ１２を設けた電子スコープ１４と、電子スコ
ープ１４が着脱自在な第１プロセッサ２０とを備える。
第１電子内視鏡装置１０にはＲＧＢ面順次撮像方式が採
用され、イメージセンサ１２は第１プロセッサ２０から
供給されたＲＧＢの各色照明光の反射光を光電変換し、
第１プロセッサ２０へ出力する。１フレーム分の映像の
３原色信号（Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１）は、第１プロセッサ２
０により所定の信号処理が施され、同期信号（Ｓ１）が
付加されて、第１ビデオ信号ＲＧＢＳ１として出力され
る。
【００１４】第２電子内視鏡装置５０にはカラー単板撮
像方式が採用され、第２プロセッサ６０からは白色光が
供給され、電子スコープ５４の先端にはカラーフィルタ
付きのイメージセンサ５２が設けられる。イメージセン
サ５２は白色照明光の反射光をカラーフィルタを介して
得、光電変換して第２プロセッサ６０へ出力する。そし
て第２プロセッサ６０により、イメージセンサ５２の出
力に基づいて３原色信号（Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２）が生成さ
れた後同期信号（Ｓ２）が付加され、第２ビデオ信号Ｒ
ＧＢＳ２として出力される。
【００１５】切替装置１００には、第１ビデオ信号ＲＧ
ＢＳ１と第２ビデオ信号ＲＧＢＳ２とが入力され、これ
らのどちらか一方をモニタ装置１５２および外部記録装
置１５４の双方に出力する。図中、選択されたビデオ信
号を符号ＲＧＢＳ’として示す。切替装置１００は、第
１および第２同期信号Ｓ１、Ｓ２の有無に応じて自動的
に出力すべきビデオ信号を選択する機能と、手動操作に
より出力すべきビデオ信号を選択する機能とを有する。
【００１６】モニタ装置１５２は、例えば汎用のＴＶ用
モニタであり、第１ビデオ信号ＲＧＢＳ１または第２ビ
デオ信号ＲＧＢＳ２が入力されることにより、その表示
画面にはイメージセンサ１２または５２により撮像され
た映像のうち一方が表示される。外部記録装置１５４に
は例えばＶＣＲ（Video Cassette Recorder ）が適用さ
れる。モニタ装置１５２に表示される映像は、同時に外
部記録装置１５４に送られ、必要に応じて磁気テープに
記録される。なお、図示しないが切替装置１００にはキ
ーボードが接続され、モニタ装置１５２に表示される映
像にＩＤや患者名などの情報が付加できる。
【００１７】図２は、第１電子内視鏡装置１０の構成を
詳細に示すブロック図である。第１プロセッサ２０は白
色の光源２４、例えばキセノンランプを備える。光源２
４の出力、点灯および消灯はランプ電源回路２２により
行われる。光源２４からの白色光はコンデンサレンズ２
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６によりカラーフィルタ２８に集光され、ここでＲ
（赤）、Ｇ（緑）またはＢ（青）の何れか１つの有色光
に順次変換された後、ライトガイド３０の入射端３０ａ
に導かれる。カラーフィルタ２８は回転方向にＲＧＢ３
原色の透明フィルタが並んだ回転式フィルタであり、モ
ータ３２により光路に対して横切るように回転すること
により各色フィルタを白色光に順次対面させる。
【００１８】各有色光は電子スコープ１４内のライトガ
イド３０を経由して電子スコープ１４の先端の出射端３
０ｂから前方の器官等の被写体を間欠的に照射し、イメ
ージセンサ１２は被写体からの反射光を各色毎に光電変
換し、電気信号である画素信号として出力する。これに
より、１フレーム分のＲ成分、Ｇ成分およびＢ成分のア
ナログ画素信号が得られる。各色の画素信号は電子スコ
ープ１４内を通って第１プロセッサ２０の映像信号処理
回路３４へ順次送られる。
【００１９】映像信号処理回路３４では、各色のアナロ
グ画素信号に対してＡ／Ｄ変換後フィルタリング処理、
Ｓ／Ｈ処理、γ処理およびレベル調整等の種々の画像処
理が施され、所定の規格に沿ったアナログのＲＧＢコン
ポーネント信号Ｒ１、Ｇ１およびＢ１に変換される。各
コンポーネント信号Ｒ１、Ｇ１およびＢ１はそれぞれバ
ッファ３８Ｒ、３８Ｇおよび３８Ｂを経由して外部に出
力される。
【００２０】第１プロセッサ２０は同期信号Ｓ１を生成
するタイミングコントロール回路３６を備え、同期信号
Ｓ１はバッファ３８Ｓを経由して外部に出力される。タ
イミングコントロール回路３６はシステムコントロール
回路４０により制御される。
【００２１】光源２４の点灯および消灯や、モータ３２
によるカラーフィルタ２８の回転、イメージセンサ１２
の出力、映像信号処理回路３４による各種画像処理、バ
ッファの出力等のタイミングは同期信号Ｓ１により同期
がとられる。
【００２２】なお、第１プロセッサ２０には電子スコー
プ１４を着脱自在にする図示しないコネクタが設けら
れ、このコネクタには電子スコープ１４の他、様々なタ
イプのスコープ、例えばイメージセンサがなく直接観察
するための接眼部を備えたファイバスコープが接続可能
である。コネクタは電子スコープ１４の装着を検出する
検出器４２を備え、この検出器４２はシステムコントロ
ール回路４０の入力ポートＩＮ２に対して検出信号ＤＳ
を出力する。検出信号ＤＳは通常はハイレベルであり、
電子スコープ１４が装着された場合にのみローレベルに
切替わる。
【００２３】第１プロセッサ２０の正面には電源スイッ
チ（図示せず）および操作パネル４４が設けられる。操
作パネル４４には種々の機能、例えば光源の明るさの調
整、カラーバランス（ＲおよびＢ）の調整などを行うた
めの各種操作スイッチが設けられ、操作スイッチ群の操
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作に応じた信号がシステムコントロール回路４０に入力
される。
【００２４】なお操作スイッチの１つとして、ファイバ
スコープモードを設定するためのモード設定スイッチ４
４ａがさらに設けられる。このモード設定スイッチ４４
ａはプッシュスイッチであり、モード設定スイッチ４４
ａからのモード設定信号ＭＳがシステムコントロール回
路４０の入力ポートＩＮ１に入力される。モード設定信
号ＭＳは、通常はハイレベルで、押下する毎に所定時間
だけローレベルに切替わる。
【００２５】システムコントロール回路４０は、モード
設定信号ＭＳの立ち下がりを検出する毎にファイバスコ
ープモードの設定／解除を切替える。第１プロセッサ２
０に電子スコープ１４が接続されている場合にはファイ
バスコープモードは解除され、ファイバスコープが接続
されている場合にはファイバスコープモードが設定され
る。ファイバスコープ使用時にはその接眼部において観
察が行われるので、映像信号処理回路３４の信号処理は
必要なく、ファイバスコープモード設定時には光源２４
の駆動のみが行われる。
【００２６】ファイバスコープモードの解除時には、電
源が投入されて電子スコープ１４からアナログ画素信号
が得られると、第１プロセッサ２０はＲＧＢコンポーネ
ント信号Ｒ１、Ｇ１およびＢ１および同期信号Ｓ１を出
力する。一方、ファイバスコープモードの設定時には、
電源が投入されて電子スコープ１４からアナログ画素信
号が得られたとしても、第１プロセッサ２０はＲＧＢコ
ンポーネント信号Ｒ１、Ｇ１およびＢ１および同期信号
Ｓ１を出力しない。
【００２７】具体的には、４つのバッファ３８Ｒ、３８
Ｇ、３８Ｂおよび３８Ｓのそれぞれに対して、その信号
出力の許可／禁止を制御する制御信号ＣＳがシステムコ
ントロール回路４０の出力ポートｏｕｔから与えられて
おり、制御信号ＣＳがローレベルの時は信号出力が許可
され、ハイレベルの時は禁止される。
【００２８】システムコントロール回路４０は、検出信
号ＤＳおよびモード設定信号ＭＳに基づいて、制御信号
ＣＳのレベルを制御する。言い換えると、電子スコープ
１４の接続状態およびモード設定スイッチ４４ａによる
モード設定に基づいて、ＲＧＢコンポーネント信号Ｒ
１、Ｇ１およびＢ１および同期信号Ｓ１の出力の許可ま
たは禁止が制御される。
【００２９】図３は、システムコントロール回路４０に
より実行されるモード切替処理ルーチンを示すフローチ
ャートである。電源が投入されると、このモード切替処
理ルーチンが開始され、ステップＳ１０２においてファ
イバスコープモードを示すパラメータｍｏｄｅに初期値
０が代入され、制御信号ＣＳはハイレベルに設定され
る。即ち、初期状態ではファイバスコープモードが設定
され、各バッファ３８Ｒ、３８Ｇ、３８Ｂおよび３８Ｓ
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からの信号出力は禁止される。
【００３０】ステップＳ１０４では、第１プロセッサ２
０の光量やカラーバランス等の各種初期設定が行われ、
その初期設定が完了するとステップＳ１０６に進み、モ
ード設定信号ＭＳの立ち下がりが検出されたか否か、即
ちモード設定スイッチ４４ａが押下されたか否かが判定
される。
【００３１】モード設定信号ＭＳの立ち下がりが検出さ
れた場合にはステップＳ１０８に進み、ここでパラメー
タｍｏｄｅが０であるか否か、即ちファイバスコープモ
ードが設定されているか否かが判定される。一方、モー
ド設定信号ＭＳの立ち下がりが検出されなかった場合に
はステップＳ１１４に進み、検出信号ＤＳがローレベル
であるか否か、即ち電子スコープ１４が接続されたか否
かが判定される。
【００３２】ステップＳ１０８においてパラメータｍｏ
ｄｅが０、あるいはステップＳ１１４において検出信号
ＤＳがローレベルであると判定されると、ステップＳ１
１０においてパラメータｍｏｄｅに電子スコープ１４の
接続を示す１が代入され、制御信号ＣＳはローレベルに
設定される。一方、ステップＳ１０８においてパラメー
タｍｏｄｅが１、あるいはステップＳ１１４において検
出信号ＤＳがハイレベルであると判定されると、ステッ
プＳ１１６においてパラメータｍｏｄｅにファイバスコ
ープの接続を示す０が代入され、制御信号ＣＳはハイレ
ベルに設定される。
【００３３】即ち、モード設定スイッチ４４ａを押下す
る毎にパラメータｍｏｄｅの値が１から０、あるいは０
から１に切替わる。また、モード設定スイッチ４４ａが
押下されない状態においては、電子スコープ１４の接続
状態に応じて、即ち電源投入直後および取外し時にはパ
ラメータｍｏｄｅが０に設定され、接続時にはパラメー
タｍｏｄｅが１に設定される。
【００３４】パラメータｍｏｄｅが１の場合にはファイ
バスコープモードが解除され、各バッファ３８Ｒ、３８
Ｇ、３８Ｂおよび３８Ｓからの信号出力が許可される。
パラメータｍｏｄｅが０の場合にはファイバスコープモ
ードが設定され、各バッファ３８Ｒ、３８Ｇ、３８Ｂお
よび３８Ｓからの信号出力が禁止される。
【００３５】このように、電子内視鏡装置１０には電子
スコープ１４の装着を検出する検出器４２と、ファイバ
スコープモードを設定するモード設定スイッチ４４ａ
と、各信号Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１、Ｓ１に対応したバッファ
３８Ｒ、３８Ｇ、３８Ｂおよび３８Ｓが設けられ、これ
らバッファ３８Ｒ、３８Ｇ、３８Ｂおよび３８Ｓの出力
を電子スコープ１４の装着状態およびファイバスコープ
モードの設定状態に基づいて許可または禁止している。
【００３６】電源投入直後はファイバスコープモードが
設定されているので、モード設定スイッチ４４ａが押下
されない限りは第１ビデオ信号ＲＧＢＳ１は切替装置１
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7
００に出力されない。
【００３７】図４は、第２電子内視鏡装置５０の構成を
詳細に示すブロック図である。第２電子内視鏡装置５０
は、撮像方式が異なること以外は第１電子内視鏡装置１
０と同じ構成を有する。同一または同等の構成には各符
号に４０を加算して示し、同一の構成については説明を
省略する。
【００３８】第２電子内視鏡装置５０において、光源６
４はハロゲンランプであり、カラーフィルタはコンデン
サレンズ６６および入射端７０ａの間には設けられず、
イメージセンサ５２の各画素上に補色（イエロー、シア
ン、マゼンダ、グリーン）のカラーチップフィルタがモ
ザイク状に設けられる。イメージセンサ５２の撮像動作
を１回行うことにより１フレーム分の各色混合のアナロ
グ画素信号が得られ、このアナログ画素信号に基づいて
映像信号処理回路７４においてＲＧＢコンポーネント信
号が生成される。
【００３９】なお、第２電子内視鏡装置５０から出力さ
れるＲＧＢコンポーネント信号および同期信号は、第１
電子内視鏡装置１０から出力されるＲＧＢコンポーネン
ト信号Ｒ１、Ｇ１、Ｂ１および同期信号Ｓ１と区別する
ために、それぞれ符号Ｒ２、Ｇ２、Ｂ２およびＳ２で示
される。
【００４０】図５は、切替装置１００の構成を詳細に示
すブロック図である。切替装置１００はシステムコント
ロール回路１０２と、同期信号検出部１０４と、切替部
１０６と、操作パネル１０８とを備える。
【００４１】同期信号検出部１０４は、第１および第２
プロセッサ２０および６０からの同期信号Ｓ１、Ｓ２の
有無を検出し、システムコントロール回路１０２に検出
結果を出力する。システムコントロール回路１０２は、
同期信号Ｓ１、Ｓ２の有無、または操作パネル１０８か
らの指示に基づいて、切替部１０６の信号切替動作を制
御する。具体的にはシステムコントロール回路１０２
は、同期信号Ｓ１、Ｓ２の有無に応じて自動的に出力す
べき信号を選択する。操作パネル１０８には手動切替ス
イッチ１０８ａが設けられ、この手動切替スイッチ１０
８ａの操作により任意のビデオ信号が選択される。
【００４２】同期信号検出部１０４は、同期信号Ｓ１が
入力される第１検出部１０４ａと、同期信号Ｓ２が入力
される第２検出部１０４ｂとを備え、各検出部１０４
ａ、１０４ｂは同期信号Ｓ１、Ｓ２を切替部１０６にそ
のまま出力すると共に、検出信号ＰＳ１およびＰＳ２を
システムコントロール回路１０２に出力する。検出信号
ＰＳ１は通常はハイレベルであり、同期信号Ｓ１が検出
された時ローレベルとなる。検出信号ＰＳ１についても
同様である。
【００４３】切替部１０６はＲ１およびＲ２信号が入力
されるＲ切替回路１０６Ｒと、Ｇ１およびＧ２信号が入
力されるＧ切替回路１０６Ｇと、Ｂ１およびＢ２信号が
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入力されるＢ切替回路１０６Ｂと、同期信号Ｓ１および
Ｓ２が入力されるＳ切替回路１０６Ｓとを備える。各切
替回路１０６Ｒ、１０６Ｇ、１０６Ｂ、１０６Ｓは入力
された２つの信号から１つを選択し、モニタ装置１５２
および外部記録装置１５４にそれぞれ出力する。
【００４４】図６は、切替装置１００のシステムコント
ロール回路１０２において実行される自動切替処理ルー
チンのフローチャートである。切替装置１００の電源が
投入されると自動切替処理ルーチンが開始され、ステッ
プＳ２０２においてパラメータｐｏｗｅｒ１およびｐｏ
ｗｅｒ２がそれぞれ初期値「０」に初期化される。パラ
メータｐｏｗｅｒ１は第１電子内視鏡装置１０からの第
１ビデオ信号ＲＧＢＳ１が出力可能な状態か否かを示
し、その値が０であれば出力不可、１であれば出力可能
である。パラメータｐｏｗｅｒ２は第２電子内視鏡装置
５０からの第２ビデオ信号ＲＧＢＳ２が出力可能な状態
か否かを示す。
【００４５】次に、ステップＳ２０４において種々の起
動設定が行われ、起動設定完了後、第１検出処理サブル
ーチンＳ２１０および第２検出処理サブルーチンＳ２４
０が実行される。これらサブルーチンＳ２１０、Ｓ２４
０は電源切断の割り込み処理、あるいは手動切替スイッ
チ１０８ａの操作による割り込み処理があるまで、繰り
返し実行される。
【００４６】第１検出処理サブルーチンＳ２１０では第
１および第２プロセッサ２０、６０の電源投入時におけ
る切替処理を行う。第２検出処理サブルーチンＳ２４０
では第１および第２プロセッサ２０、６０の電源切断時
における切替処理を行う。
【００４７】図７は、第１検出処理サブルーチン（ステ
ップＳ２１０；図６）の詳細を示すフローチャートであ
る。
【００４８】ステップＳ２１２では検出信号ＰＳ１がロ
ーレベルであるか否か、即ち第１検出回路１０４ａによ
り同期信号Ｓ１が検出されたか否かが判定される。検出
信号ＰＳ１がローレベルの場合にはステップＳ２１４に
進み、さらにパラメータｐｏｗｅｒ１が０であるか否
か、即ち第１ビデオ信号ＲＧＢＳ１が出力不可に設定さ
れているか否かが判定される。
【００４９】ステップＳ２１４においてパラメータｐｏ
ｗｅｒ１が０の場合、即ち同期信号Ｓ１が検出された時
に未だ第１ビデオ信号の出力が不可に設定された状態の
場合にはステップＳ２１６に進み、切替部１０６に対し
て第１ビデオ信号ＲＧＢＳ１を出力すべく制御動作を行
い、ステップＳ２１８においてパラメータｐｏｗｅｒ１
は１に更新される。
【００５０】ステップＳ２１２で検出信号ＰＳ１がハイ
レベルである、またはステップＳ２１４でパラメータｐ
ｏｗｅｒ１が既に１であると判定された場合にはステッ
プＳ２２０に進み、検出信号ＰＳ２がローレベルである
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9
か否か、即ち第２検出回路１０４ｂにより同期信号Ｓ２
が検出されたか否かが判定される。
【００５１】検出信号ＰＳ２がローレベルの場合にはス
テップＳ２２２に進み、さらにパラメータｐｏｗｅｒ２
が０であるか否か、即ち第２ビデオ信号ＲＧＢＳ２が出
力不可に設定されているか否かが判定される。パラメー
タｐｏｗｅｒ２が０の場合、即ち同期信号Ｓ２のみが検
出され、かつ未だ第２ビデオ信号ＲＧＢＳ２の出力が不
可に設定された状態の場合にはステップＳ２２４に進
み、切替部１０６に対して第２ビデオ信号ＲＧＢＳ２を
出力すべく制御動作を行い、ステップＳ２２６において
パラメータｐｏｗｅｒ２は１に更新される。
【００５２】ステップＳ２２２においてパラメータｐｏ
ｗｅｒ２が１であると判定された場合にはステップＳ２
２８に進み、切替部１０６に対して第１ビデオ信号ＲＧ
ＢＳ１を出力すべく制御動作を行う。
【００５３】ステップＳ２１８およびステップＳ２２６
の終了後、またはステップＳ２２０において検出信号Ｐ
Ｓ２がハイレベルであると判定されると、第１検出処理
サブルーチンが終了し、第２検出処理サブルーチン（ス
テップＳ２４０）へ移行する。
【００５４】このように、第１検出処理サブルーチンに
おいては、同期信号Ｓ１、Ｓ２の双方が検出されなけれ
ば何も行わず、同期信号Ｓ１が先に入力されると第１ビ
デオ信号ＲＧＢＳ１を選択し、同期信号Ｓ２が先に入力
されると第２ビデオ信号ＲＧＢＳ２を選択する。同期信
号Ｓ１、Ｓ２の双方が検出された場合には、第１ビデオ
信号ＲＧＢＳ１を優先的に選択する。
【００５５】図８は、第２検出処理サブルーチン（ステ
ップＳ２４０；図６）の詳細を示すフローチャートであ
る。
【００５６】ステップＳ２４２では検出信号ＰＳ１がハ
イレベルであるか否か、即ち第１検出回路１０４ａによ
り同期信号Ｓ１が検出されなくなったか否かが判定され
る。検出信号ＰＳ１がハイレベルの場合にはステップＳ
２４４に進み、さらにパラメータｐｏｗｅｒ１が１であ
るか否か、即ち未だ第１ビデオ信号ＲＧＢＳ１が出力可
能に設定されているか否かが判定される。
【００５７】ステップＳ２４４においてパラメータｐｏ
ｗｅｒ１が１の場合、即ち同期信号Ｓ１が検出されなく
なった時に未だ第１ビデオ信号の出力が可能に設定され
た状態の場合にはステップＳ２４６に進み、切替部１０
６に対して第２ビデオ信号ＲＧＢＳ２を出力すべく制御
動作を行い、ステップＳ２４８においてパラメータｐｏ
ｗｅｒ１は０に更新される。ステップＳ２４４において
パラメータｐｏｗｅｒ１が既に０である場合には何も行
わない。
【００５８】ステップＳ２４２で検出信号ＰＳ１がロー
レベルであると判定された場合にはステップＳ２５０に
進み、検出信号ＰＳ２がハイレベルであるか否か、即ち
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第２検出回路１０４ｂにより同期信号Ｓ２が検出されな
くなったか否かが判定される。
【００５９】検出信号ＰＳ２がハイレベルの場合にはス
テップＳ２５２に進み、さらにパラメータｐｏｗｅｒ２
が１であるか否か、即ち第２ビデオ信号ＲＧＢＳ２が未
だ出力可能に設定されているか否かが判定される。パラ
メータｐｏｗｅｒ２が１の場合、即ち同期信号Ｓ１のみ
が検出され、かつ未だ第２ビデオ信号ＲＧＢＳ２の出力
が可能に設定された状態の場合にはステップＳ２５４に
進み、切替部１０６に対して第１ビデオ信号ＲＧＢＳ１
を出力すべく制御動作を行い、ステップＳ２５６におい
てパラメータｐｏｗｅｒ２は０に更新される。
【００６０】ステップＳ２５０において検出信号ＰＳ２
がローレベルであると判定された場合、およびステップ
Ｓ２５２においてパラメータｐｏｗｅｒ２が１であると
判定された場合には何も行われない。
【００６１】以上で第２検出処理サブルーチンが終了
し、再び第１検出処理サブルーチンを実行すべくステッ
プＳ２４０へ戻る。
【００６２】このように、第２検出処理サブルーチンに
おいては、同期信号Ｓ１、Ｓ２の双方が検出されたある
いは双方とも検出されなかった場合には何も行わず、同
期信号Ｓ１が先に切断されると第２ビデオ信号ＲＧＢＳ
２に切替え、同期信号Ｓ２が先に切断されると第１ビデ
オ信号ＲＧＢＳ１に切替える。
【００６３】本実施形態の電子内視鏡システムは、複数
の電子内視鏡装置１０、５０と、これらに共有されるモ
ニタ装置１５２および外部記録装置１５４と、電子内視
鏡装置１０および５０からのビデオ信号を選択的に出力
する切替装置１００とを備えており、モニタ装置１５２
および外部記録装置１５４の共有によりスペースおよび
コストが抑えられ、また医者が各電子内視鏡装置間を移
動する必要がなくなるため診断効率が向上する。
【００６４】切替装置１００は各ビデオ信号に含まれる
同期信号の有無に基づいて自動的に出力すべきビデオ信
号を切替える。これにより操作者は各電子内視鏡装置１
０、５０の切替の煩わしさから開放される。また、切替
装置１００には手動切替スイッチ１０８ａが設けられ、
この手動切替スイッチ１０８ａの１回の操作によりモニ
タ装置１５２および外部記録装置１５４への出力が全て
同時に切替えられるので、単純な操作で任意の電子内視
鏡装置が選択できる。
【００６５】電子内視鏡装置１０（５０）には、ビデオ
信号ＲＧＢＳ１（ＲＧＢＳ２）を出力するかしないかが
選択できるバッファ３８Ｒ、３８Ｇ、３８Ｂ、３８Ｓ
（７８Ｒ、７８Ｇ、７８Ｂ、７８Ｓ）が設けられてお
り、各バッファの出力は電子スコープ１４（５４）の装
着された場合にのみ許可される。また、電源投入直後は
ファイバスコープモードが自動設定され各バッファの出
力が禁止されているので、操作者が必要と感じた任意の
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時点でビデオ信号を出力できる。
【００６６】図９に示すように、第１プロセッサ２０に
電子スコープ１４を接続し、第２プロセッサ６０に極細
のファイバスコープ１６０を接続する場合、ファイバス
コープ１６０では接眼部１６２で患部を観察するためモ
ニタ装置１５２には映像は表示されない。即ち、ビデオ
信号ＲＧＢＳは出力されないので、切替装置１００によ
る信号切替は必要ない。
【００６７】ここで、もし切替装置１００が第１または
第２プロセッサ１０、５０の電源の投入のタイミングに
応じて自動切替すれば、第２プロセッサ６０が後に電源
投入されたときにモニタ装置１５２の画面には映像が途
絶えてしまう。
【００６８】しかし、本実施形態の電子内視鏡システム
においては、各電子内視鏡装置１０、５０が電子スコー
プ１４、５４が装着された場合にしかビデオ信号を出力
せず、かつ切替装置１００がビデオ信号に含まれる同期
信号に基づいて自動切替動作を行うので、電源の投入の
タイミングに応じて自動切替されることがない。また、
初期状態においてはビデオ信号の出力が禁止されている
ので電源投入による必要性のない映像の切替が防止され
る。
【００６９】実際に、電子スコープ１４およびファイバ
スコープ１６０を同時使用する場面としては、例えば電
子スコープ１４内にファイバスコープ１６０を通す親子
方式を採用する場合があり、具体的には電子スコープ１
４を体腔内にある程度挿入させ、そこからさらに細い部
位の観察や処置を行うために電子スコープ１４の先端か
らファイバスコープ１６０を延ばして使用する。このよ
うな場合には第２プロセッサ５０はファイバスコープ１
６０を使用するまでに電源はオフとされることが多く、
検査中に必要性を感じた時になって初めて電源を投入す
る。
【００７０】本実施形態の電子内視鏡システムにおいて
は、第２プロセッサ６０は電源が投入された直後はファ
イバスコープモードに設定されているので、第２電子内
視鏡装置５０への切替が行われず、第１電子内視鏡装置
１０からの第１ビデオ信号ＲＧＢＳが引き続きモニタ装
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置１５２に出力される。従って、電子スコープ１４およ
びファイバスコープ１６０を用いる親子方式の場合にお
いても、切替を意識することなく、検査を円滑に行うこ
とができる。
【００７１】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、複数の電
子内視鏡装置からの信号を容易に切替えることができ、
各電子内視鏡装置からの画像を効率的に処理、活用する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電子内視鏡システムの実施形態を
示すブロック図である。
【図２】図１に示す第１電子内視鏡装置の構成を詳細に
示すブロック図である。
【図３】第１電子内視鏡装置において実行されるモード
切替処理ルーーチンのフローチャートである。
【図４】図１に示す第２電子内視鏡装置の構成を詳細に
示すブロック図である。
【図５】図１に示す切替装置の構成を詳細に示すブロッ
ク図である。
【図６】切替装置において実行される自動切替処理ルー
チンのフローチャートである。
【図７】図６に示す第１検出処理サブルーチンを詳細に
示すフローチャートである。
【図８】図６に示す第２検出処理サブルーチンを詳細に
示すフローチャートである。
【図９】第２電子内視鏡装置にファイバスコープを接続
した状態を示す図である。
【符号の説明】
１０  第１電子内視鏡装置
２０  第１プロセッサ
５０  第２電子内視鏡装置
６０  第２プロセッサ
１４、５４  電子スコープ
１００  切替装置
１５２  モニタ装置
１５４  外部記録装置
１６０  ファイバスコープ
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